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低温大気圧プラズマによる処理は熱損傷を伴わないため、生物学・医学分野にまで広がってお

り、これまでに様々な応用研究が行われてきた。プラズマを用いた止血への展開はその一例であ

る[1]。プラズマによる止血の作用機序として、血小板凝集・凝固系たんぱくの凝集、非凝固系た

んぱくの凝集、および溶結凝固が挙げられる[1,2]。本研究では非凝固系たんぱく、特にアルブミ

ンの凝集に着目して実験を行った。これまでの研究で、アルブミンの凝集には、プラズマから輸

送される荷電粒子の液面への堆積による静電的作用が関与していることが示唆されてきた[3,4]。

しかしながら、詳細な凝集機構の理解には至っていない。本発表では、大気圧環境下で直流放電

プラズマを生成し、アルブミン溶液へと照射し、アルブミンの凝集能について議論する。 

アルブミン濃度 50 mg/mlの溶液を石英製シャーレ内に準備し、その液面から 1 mm離れたとこ

ろに針電極を設置した。アルブミン溶液中に白金製のワイヤを挿入し、針電極・ワイヤ間に直流

高電圧を印加することによってプラズマを生成し、液面へプラズマ処理を行った。正の高電圧を

印加した場合、図 1 に示すように液面上でアルブミンの凝集を観察した。この時に流れる直流電

流は 5 mA に設定した。ワイヤからは溶液中に直流電流が流れたため、電気分解を起こした結果

ガスの発生を観察した。本発表では、アルブミン凝集に対する正負極性の違いや、高速度カメラ

による凝集の観察、さらにガス発生量について議論する。 

 

図 1 プラズマ照射によるアルブミン凝集。放電維持電圧は+400 V、電流は 5 mA であった。

プラズマ処理時間は 3秒である。 
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